





























































The Aspect of the parent-child relations
– The Preliminary investigation for disorder recovery of the parent-child relations –
Shigeaki Kanetaka (Department of Shinshu Junior College, Saku University.)
Keywords:親子関係、親子対立、親子対立防止












問 1. あなたの性別は :　　女　　　男
問 2. あなたの年齢は :
1　10歳～ 19歳      2　20歳～ 24歳
3　25歳～ 29歳      4　30歳～ 34歳
5　35歳～ 39歳      6　40歳～ 44歳
7　45歳～ 49歳      8　50歳～ 59歳

















































                                     
※ 1　ある　と答えた人は次の質問 12 にも答えてくだ
さい。









































































































Ⅲ . 回答集計結果 :
　アンケート調査期間は 2年間。　2回調査した。（2010
に 1 回、2011 年に 1回。計 2回）であった。





問 1. あなたの性別は :
回答集計結果：女子学生が 120 人。
　　　　　　　男子学生が 33 人　だった。
問 2. あなたの年齢は :
回答集計結果 :（年齢構成内訳）
女子学生 : 20 歳未満が 116 人 （96.7%）
　　　　　25 ～ 29 歳が 2 人 （1.7%）
　　　　　35 ～ 39 歳が 2 人 （1.7%）
男子学生 : 20 歳未満が 28 人 （84.8%）




　（1）両親健在・両親と同居 : 65 人 （54.2%）
　（2）両親健在・自分は単身生活 : 40 人 （33.3%）
　（3）母子家庭・母親と同居 : 7 人 （5.8%）
　（4）祖父母と同居 : 3 人 （2.5%）
　（5）母子家庭・自分は単身生活 : 2 人 （1.7%）
　（6）父子家庭・父親と同居 : 1 人 （0.8%）
　（7）両親と別居・妹弟と同居 : 1 人 （0.8%）
　（8）配偶者と別居・子と同居 : 1 人 （0.8%）
男子学生 33人の内訳は :
　（1）両親健在・両親と同居 : 14 人 （42.4%）
　（2）両親健在・自分は単身生活 : 14 人 （42.4%）
　（3）母子家庭・母親と同居 : 4 人 （12.1%）
　（4）母子家庭・自分は単身生活 : 1 人 （3.0%）
問 4. 今あなたは、母親との親子関係を良い・悪いなど、
どう感じていますか ?　
女子学生 : 回答者実人数は、119 人
　集計結果 :
　（1）良い : 52 人 （43.7%）
　（2）たいへん良い : 41 人 （34.5%）
　（3）普通 : 21 人 （17.6%）
　（4）悪い : 4 人 （3.4%）
　（5）ひどく悪い : 1 人 （0.8%）
男子学生 : 回答者実人数は、33 人（全員回答）
　集計結果 :
　（1）良い : 14 人 （42.4%）
　（2）たいへん良い : 12 人 （36.4%）
　（3）普通 : 6 人 （18.2%）
　（4）悪い : 1 人 （3.0%）
　（5）ひどく悪い : 0 人 （0.0%）
問 5. 今あなたは、父親との親子関係を良い・悪い　な
ど、どう感じていますか ?
女子学生 : 回答者実人数は、118 人
　集計結果 :
　（1）良い : 43 人 （36.4%）
　（2）普通 : 37 人 （31.4%）
　（3）たいへん良い : 24 人 （20.3%）
　（4）悪い : 11 人 （9.3%）
　（5）ひどく悪い : 3 人 （2.5%）
男子学生 : 回答者実人数は、28 人
集計結果 :
　（1）たいへん良い : 10 人 （35.7%）
　（2）良い : 9 人 （32.1%）
　（3）普通 : 8 人 （28.6%）
　（4）悪い : 1 人 （3.6%）
　（5）ひどく悪い : 0 人 （0.0%）
問 6. あなたが親とおしゃべりをしたいとき、父親・母親
のどちらが、おしゃべりし易いと感じていますか ?
女子学生 : 回答者実人数は、117 人
　集計結果 :　
　（1）母親 : 108 人 （92.3%）
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　（2）父親 : 9 人 （7.7%）
男子学生 : 回答者実人数は、33 人
　集計結果 :
　（1）母親 : 29 人 （87.9%）
　（2）父親 : 4 人 （12.1%）
問 7. あなたのご両親は、夫婦仲が良い・悪い　などい
かがですか ?
女子学生 : 回答者実人数は、116 人
　集計結果 :
　（1）普通 : 49 人 （42.2%）
　（2）良い方だ : 29 人 （25.0%）
　（3）たいへん良い : 17 人 （14.7%）
　（4）悪いほうだ : 17 人 （14.7%）
　（5）ひどく悪い : 4 人 （3.4%）
男子学生 : 回答者実人数は、29 人
　集計結果 :
　（1）普通 : 9 人 （31.0%）
　（2）良い方だ : 9 人 （31.0%）
　（3）たいへん良い : 5 人 （17.2%）
　（4）悪い方だ : 3 人 （10.3%）
　（5）ひどく悪い : 3 人 （10.3%）
問 8. あなたは、ご自分に困ったこと・悩み事が生じた時
に、誰に最も話がしやすいですか ?話がしやすい順
に（  ）の中に 3番目までの数字を記入してください。
※ 1の数字が記入されているもののみ集計した。
女子学生 : 回答者実人数は、120 人
　集計結果 :
　（1）親友・友人 : 61 人 （50.8%）
　（2）母親 : 36 人 （30.0%）
　（3）兄弟姉妹 : 11 人 （9.2%）
　（4）叔父・叔母等親戚 : 5 人 （4.2%）
　（5）恋人 : 5 人 （4.2%）
　（6）父親 : 1 人 （0.8%）
　（7）相談の専門家 : 0 人 （0.0%）
　（8）だれにも相談できない :1 人（0.8%）
男子学生 : 回答者実人数は、33 人
　集計結果 :
　（1）親友・友人 : 15 人 （45.5%）
　（2）母親 : 7 人 （21.2%）
　（3）恋人 : 6 人 （18.2%）
　（4）父親 : 2 人 （6.1%）
　（5）兄弟姉妹 : 2 人 （6.1%）




女子学生 : 回答者実人数は、116 人
　集計結果 :
　（1）違いがある : 70 人 （60.3%）
　（2）違いはない : 46 人 （39.7%）
男子学生 : 回答者実人数は、28 人
　集計結果 :
　（1）違いがある : 16 人 （57.1%）
　（2）違いはない : 12 人 （42.9%）
問 10. 父親に相談する場合と、母親に相談する場合とで
は、相談内容に違いがありますか ?
女子学生 : 回答者実人数は、115 人
　集計結果 :
　（1）違いがある : 93 人 （80.9%）
　（2）違いはない : 22 人 （19.1%）
男子学生 : 回答者実人数は、28 人
　集計結果 :
　（1）違いがある : 16 人 （57.1%）
　（2）違いはない : 12 人 （42.9%）
問 11. あなたは父親と気まずい親子関係になったことが
ありますか ?
女子学生 : 回答者実人数は、117 人
　集計結果 :
　（1）ない : 66 人 （56.4%）
　（2）ある : 51 人 （43.6%）
男子学生 : 回答者実人数は、28 人
　集計結果 :
　（1）ない : 14 人 （50.0%）
　（2）ある : 14 人 （50.0%）
問 12. そのような父子関係は修復・改善されましたか ?　
女子学生 : 回答者実人数は、51 人
※問 11 で、（2）ある　と回答した 51 人が回答。
　集計結果 :
　（1）修復・改善した : 32 人 （62.7%）
　（2）なんとも言えない : 10 人 （19.6%）
　（3）修復・改善されていない : 9 人 （17.6%）
男子学生 : 回答者実人数は、14 人
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※問 11 で、（2）あると回答した 14 人が回答。
　集計結果 :
　（1）修復・改善した : 14 人 （100.0%）
問 13. あなたは母親と気まずい親子関係になったことが
ありますか ?
女子学生 : 回答者実人数は、120 人
　集計結果 :
　（1）ない :  69 人 （ 57.5%）
　（2）ある : 51 人 （ 42.5%）
男子学生 : 回答者実人数は、33 人
　集計結果 :
　（1）ない : 17 人 （ 51.5%）
　（2）ある : 16 人 （ 48.5%）
問 14. そのような母子関係は修復・改善されましたか ?
女子学生 : 回答者実人数は、51 人
※問 13 で、（2）ある　と回答した 51 人が回答。
　集計結果 :
　（1）修復・改善した : 46 人 （90.2%）
　（2）なんとも言えない : 3 人 （5.9%）
　（3）修復・改善されていない : 2 人 （3.9%）
男子学生 : 回答者実人数は、16 人
※質問 13 で、（2）あると回答した 16 人が回答。
　集計結果 :






女子学生 : 回答者実人数は、56 人。
　回答数は、113 回答（○で囲んである項目番号の、
　○の数の合計。回答者延べ人数）。
　（1）価値観が違う : 36 人 （31.9%）
　（2）心の交流が図れない（気持ちが通じあわない）:
 30 人 （26.5%）
　（3）これまでの生育歴の中で、怒りが膨らんでいた :
 15 人 （13.3%）
　（4）知識・知恵・情報の交流が図れない :
 15 人 （13.3%）
　（5）これまでの成育歴の中で、空しさ・諦めが膨ら
　　　んでいた : 12 人 （10.6%）
　（6） その他（父の単身赴任が長く、幼い頃から話し
　　　合いに慣れていなかった）: 2 人 （1.8%）
　（7）その他（父親が話し合いを避ける） 1人 （0.9%）
　（8）その他（性格が合わない）: 1 人 （0.9%）
　（9）その他（人間として父とは上手くいかない）
 1人 （0.9%）




 8 人 （28.6%）
（2）価値観が違う : 7 人 （25.0%）
（3）心の交流が図れない（気持ちが通じあわない）:
 6 人 （21.4%）
（4）これまでの成育歴の中で、空しさ・諦めが膨らん
　　でいた : 4 人 （14.3%）
（5）これまでの生育歴の中で、怒りが膨らんでいた :










 28 人 （29.5%）
　（2）価値観が違う : 27 人 （28.4%）
　（3）これまでの生育歴の中で、怒りが膨らんでいた :
　　 13 人 （13.7%）
　（4）知識・知恵・情報の交流が図れない :
 13 人 （13.7%）
　（5）これまでの成育歴の中で、空しさ・諦めが膨ら
　　　んでいた : 10 人 （10.5%）
　（6）その他（母の性格が悪く話し合い不能）:










　（1）価値観が違う : 14 人 （40.0%）
　（2）心の交流が図れない（気持ちが通じあわない）:
 8 人 （22.9%）
　（3）知識・知恵・情報の交流が図れない :
 7 人 （20.0%）
　（4）これまでの生育歴の中で、怒りが膨らんでいた :
 4 人 （11.4%）
　（5）これまでの成育歴の中で、空しさ・諦めが膨ら




女子学生 : 回答者実人数は、115 人。
　回答数は、316 回答（○で囲んである項目番号の、
　○の数の合計。回答者延べ人数）。
　（1）役に立つ・便利 : 44 人 （14.3%）
　（1）優しい : 44 人 （14.3%）
　（2）たのもしい : 40 人 （13.0%）
　（3）一緒にいると安心・快適・楽しい : 
 30 人 （9.7%）
　（4）敬愛・尊敬・感謝している : 29 人 （9.4%）
　（5）強権・権威主義的 : 24 人 （7.8%）
　（5）うっとうしい・けむたい : 24 人 （7.8%）
　（6）一緒にいると疲れる : 18 人 （5.8%）
　（7）毒にも薬にもならない・存在感無し :
 16 人 （5.2%）
　（8）良き相談相手である : 14 人 （4.5%）
　（9）心が醜い・毒がある : 9 人 （2.9%）
（10）（義父なのでよく分からない）: 3 人 （1.0%）
（11）（知らない・何も感じない・普通）: 
 2 人 （0.6%）
（12）（政略・戦略的）: 1 人 （0.3%）
（12）（頑固・ケチ・物捨て不能）: 1 人 （0.3%）
（12）（コーチ・監督・トレーナー）: 1 人 （0.3%）
（12）（ものごと全てに批判的）: 1 人 （0.3%）
（12）（頭が固い・偏狭・短気）: 1 人 （0.3%）
（12）（あらゆることに悲観的）: 1 人 （0.3%）
（12）（一家の大黒柱）: 1 人 （0.3%）
（12）（しっかりしている）: 1 人 （0.3%）
（12）（ろくでなし）: 1 人 （0.3%）
（12）（趣味が合う）: 1 人 （0.3%）
（12）（気にかけてくれていることは分かる）:
 1 人 （0.3%）
男子学生 : 回答者実人数は、28 人。
　回答数は 88 回答（○で囲んである項目番号の、
　○の数の合計。回答者延べ人数）。
　（1）優しい : 20 人 （22.7%）
　（2）たのもしい : 18 人 （20.5%）
　（3）敬愛・尊敬・感謝している : 10 人 （11.4%）
　（4）良き相談相手である : 7 人 （8.0%）
　（5）役に立つ・便利 : 6 人 （6.8%）
　（5）一緒にいると安心・快適・楽しい :
 6 人 （6.8%）
　（6）強権・権威主義的 : 5 人 （5.7%）
　（7）一緒にいると疲れる : 4 人 （4.5%）
　（8）心が醜い・毒がある : 3 人 （3.4%）
　（9）うっとうしい・けむたい : 2 人 （2.3%）
（10）政略・戦略的 : 2 人 （2.3%）
（11）毒にも薬にもならない・存在感無し :
 1 人 （1.1%）
（11）（寂しがり屋）: 1 人 （1.1%）
（11）（古くさい）: 1 人 （1.1%）
（11）（疲れているようだ）: 1 人 （1.1%）








 63 人 （17.6%）
　（2）良き相談相手である : 59 人 （16.5%）
　（3）優しい : 55 人 （15.4%）
　（4）たのもしい : 49 人 （13.7%）
　（5）敬愛・尊敬・感謝している : 37 人 （10.3%）
　（5）役に立つ・便利 : 37 人 （10.3%）
　（6）強権・権威主義的 : 11 人 （3.1%）
　（7）うっとうしい・けむたい : 9 人 （2.5%）
　（8）一緒にいると疲れる : 8 人 （2.2%）
　（9）政略・戦略的 : 7 人 （2.0%）
（10）毒にも薬にもならない・存在感無し :
 6 人 （1.7%）
（11）心が醜い・毒がある : 5 人 （1.4%）
（11）けむたい : 5 人 （1.4%）
（12）（社交的）: 2 人 （0.6%）
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（13）（良い人間関係を上手に保つ）: 1 人 （0.3%）
（13）（依存的・弱々しい）: 1 人 （0.3%）
（13）（距離を置きたくなる）: 1 人 （0.3%）
（13）（恐い）: 1 人 （0.3%）
（13）（ありがたい）: 1 人 （0.3%）
男子学生 : 回答者実人数は、33 人。
　回答数は、88 回答（○で囲んである項目番号の、
　○の数の合計。回答者延べ人数）。
　（1）優しい : 21 人 （23.9%）
　（2）良き相談相手である : 14 人 （15.9%）
　（3）たのもしい : 13 人 （14.8%）
　（4）敬愛・尊敬・感謝している : 12 人 （13.6%）
　（5）役に立つ・便利 : 8 人 （9.1%）
　（5）一緒にいると安心・快適・楽しい : 8 人 （9.1%）
　（6）強権・権威主義的 : 3 人 （3.4%）
　（7）一緒にいると疲れる : 2 人 （2.3%）
　（7）心が醜い・毒がある : 2 人 （2.3%）
　　（8）政略・戦略的 : 1 人 （1.1%）
　　（8）うっとうしい・けむたい :1 人 （1.1%）
　　（8）（友達感覚）: 1 人 （1.1%）
　　（8）（甘い）: 1 人 （1.1%）











 42 人 （23.9%）
　（2）父はもっと柔軟な態度をとるべきだった :
 34 人 （19.3%）
　（3）父と共に過ごす時間をもっと持てば良かった :
 28 人 （15.9%）
　（4）父はもっと自分の意見・考えを傾聴すべきだっ
　　　た : 26 人 （14.8%）
　（5）もっと自分（私）の意見・考えを述べるべきだ
　　　った : 22 人 （12.5%）
　（6）父はもっと優しく自分を養育・指導すべきだっ
　　　た : 7 人 （4.0%）
　（7）（距離を置く。あまり関わらない方が良い）:
 3 人 （1.7%）
　（8）（父と私の両方が互いの考えを傾聴すべきだっ
　　　た）: 2 人 （1.1%）
　（8）（過去がどうであれ、仲良くする事は無理だと思
　　　う）: 2 人 （1.1%）
　（9）（父が見えていない私がいることに父は気が付く
　　　べきだった）: 1 人 （0.6%）
　（9）（父は人としてしっかりすべきだった）:
　　 1 人 （0.6%）
　（9）（対立は仕方ない。水に流せるかどうかにかかっ
　　　ていた）: 1 人 （0.6%）
　（9）（父はもっと子どもの心理を知るべきだった）:
 1 人 （0.6%）
　（9）（自分が父に対して、もっと柔軟な態度をとるべ
　　　きだった）: 1 人 （0.6%）
　（9）（ユーモアが必要だと思った）: 1 人 （0.6%）
　（9）（自分がもっと父親を大切にすべきだった）:
 1 人 （0.6%）
　（9）（父は我慢してしまう。何でも話して欲しい）:
 1 人 （0.6%）
　（9）（どうでも良い。父には何も期待しない）:
 1 人 （0.6%）





　　　った : 11 人 （29.7%）
　（2）父はもっと柔軟な態度をとるべきだった :
 8 人 （21.6%）
　（3）父との会話をもっと頻繁にすれば良かった :
 7 人 （18.9%）
　（4）父と共に過ごす時間をもっと持てば良かった :
 6 人 （16.2%）
　（5）父はもっと自分の意見・考えを傾聴すべきだっ
　　　た : 2 人 （5.4%）
　（5）父はもっと優しく自分を養育・指導すべきだっ
　　　た : 2 人 （5.4%）
　（6）（父親の性格・習慣はもはや変化しないと諦める













　　　った : 8 人 （24.8%）
　（2）母との会話をもっと頻繁にすれば良かった :
 28 人 （18.3%）
　（3）母と共に過ごす時間をもっと持てば良かった :
 23 人 （15.0%）
　（4）母はもっと自分の意見・考えを傾聴すべきだっ
　　　た : 22 人 （14.4%）
　（4）母はもっと柔軟な態度をとるべきだった :
 22 人 （14.4%）
　（5）母はもっと優しく自分を養育・指導すべきだっ
　　　た : 10 人 （6.5%）
　（6）（自分が母に対して、もっと柔軟な態度をとるべ
　　きだった）: 2 人 （1.3%）
　（6）（距離を置く。あまり関わらない方が良い）:
 2 人 （1.3%）
　（6）（母の言うことを傾聴・素直に聞けば良かった）:
 2 人 （1.3%）
　（7）（自分がもっと母親を大切にすべきだった）:
 1 人 （0.7%）
　（7）（自分がちゃんと勉強してれば良かった）:
 1 人 （0.7%）
　（7）（関わらない）: 1 人 （0.7%）
　（7）（特に特記事項なし）: 1 人 （0.7%）




　　　った : 13 人 （31.0%）
　（2）母との会話をもっと頻繁にすれば良かった :
 8 人 （19.0%）
　（3）母はもっと自分の意見・考えを傾聴すべきだっ
　　　た : 7 人 （16.7%）
　（4）母と共に過ごす時間をもっと持てば良かった :
 6 人 （14.3%）
　（5）母はもっと柔軟な態度をとるべきだった :
 3 人 （7.1%）
　（6）母はもっと優しく自分を養育・指導すべきだっ
　　　た : 1 人 （2.4%）
　（6）（自分がもっと冷静になるべきだった）:
 1 人 （2.4%）
　（6）（家事の大変さを知ること）: 1 人 （2.4%）
　（6）（自分と父の緩衝材にしないこと）: 1 人 （2.4%）
　（6）（わからない）: 1 人 （2.4%）
問 21. あなたは『親の心子知らず（親の気持ちを子は分
かっていない）』と思いますか ?
女子学生 : 回答者実人数は、116 人。
　（1）よく分からない : 53 人 （ 45.7%）
　（2）思う :  44 人 （ 37.9%）
　（3）思わない :  15 人 （ 12.9%） 
　（4）その他（ほぼ分かる）: 3 人 （ 2.6%）
　（5）その他（どっちもどっち）: 1 人 （ 0.9%）
男子学生 : 回答者実人数は、32 人。
　（1）よく分からない :  14 人 （ 43.8%）
　（2）思う : 10 人 （ 31.3%）
　（3）思わない :  7 人 （ 21.9%） 
　（4）その他（どっちもどっち）:  1 人 （ 3.1%）
問 22. あなたは『子の親子知らず（子の気持ちを親は分
かっていない）』と思いますか ?
女子学生 : 回答者実人数は、116 人
　（1）思う : 61 人 （ 52.6%）
　（2）よく分からない :  37 人 （ 31.9%）
　（3）思わない :  16 人 （ 13.8%）
　（4）その他（ほぼ分かる）:  1 人 （ 0.9%）
　（5）その他（どっちもどっち）: 1 人 （ 0.9%）
男子学生 : 回答実人数は、32 人
　（1）よく分からない :  14 人 （ 43.8%）
　（2）思う : 10 人 （ 31.3%）
　（3）思わない :  7 人 （ 21.9%）





学生 153 人の男女別内訳は :





女子学生の未成年者の割合は : 　約 97%
女子学生の成年者の割合は : 　　約 3%
男子学生の未成年者の割合は : 　約 85%























































































































女子学生では :　気まずくなったことがある 51 人
の中で、　修復・改善された　約 63%
　　　何とも言えない + 未だに気まずい　約 37%　


















女子学生では :　気まずくなったことがある 51 人の
中で、　修復・改善された　約 90%
　　　 何とも言えない + 未だに気まずい　約 10%　
男子学生では :　気まずくなったことがある 16 人の
中で、　修復・改善された　100%












　女子学生 56 人の中では（回答数 113 回答）、
　　（1）価値観が違う :  約 32%
　　（2）気持ちが通じ合わない :  約 27%




  約 13%
　　（5）これまでの生活の中で空しさ・諦めが膨らん
　　　　でいた : 約 11%
　　男子学生 16 人の中では（回答数 28 回答）、
　　（1）知識・知恵・情報の交流が図れない : 約 29%
　　（2）価値観が違う :  約 25%
　　（3）気持ちが通じ合わない : 約 21%
　（4）これまでの生活の中で空しさ・諦めが膨らんで



















　　（1）気持ちが通じ合わない : 約 30%
　　（2）価値観が違う : 約 29%






















◎問 15 と問 16 により、
◎女子学生について :
女子学生 120 人中、父親と対立関係になったことがあ
る女子学生は 56 人で、その比率は約 47%であった。
また、女子学生 120 人中、母親と対立関係になったこ





















　　一家の大黒柱 :   0.3%
　　しっかりしている :  0.3%
　　趣味が合う :   0.3%
 合計 :64.8%






　　優しい :  22.7%
　　たのもしい :  20.5%
　　敬愛している・感謝している :   11.4%
　　良き相談相手である : 8.0%
　　役に立つ・便利 :  6.8%
　　一緒にいると安心・快適・楽しい :  6.8%
 合計 :76.2%






















































































































　お互いに相手の意見を傾聴すべきだった :   1.1%
　自分の方がもっと柔軟な態度を取るべきだった :
 0.6%
　もっと父親を大切にすべきだった :  0.6%
　父は我慢してしまう・もっと父の意見を聴くべきだ
　った :  0.6%
 合計 :55.2%
◎女子学生の回答数 176 回答の内、約 55%の回答が自
己反省的な意味合いの回答であった。

































◎女子学生の回答数 176 回答の内、約 45%の回答が父
親に態度変容を求めるような、父親批判的な意味の回
答であった。その内訳は前記のとおりであった。






　父親の性格・習慣は不変・諦める :  2.7%
 合計 :35.1%














　母親の言うことを傾聴・素直に聴けば良かった :  
 1.3%
　私がちゃんと勉強していれば良かった :  1.3%
　私がもっと母親を大切にすべきだった :  1.3%
 合計 :63.3%
◎女子学生の回答数 153 回答の内、約 63%の回答が自
己反省的な意味の回答であった。









  合計 :69.1%















 合計 : 37.9%
◎女子学生の回答数 153 回答の内、約 38%の回答が母
親に態度変容を求めるような、母親批判的な意味合の
回答であった。その内訳は前記のとおりであった。


































　　思う +ほぼ分かる・そう思える合計 : 53.5%
　　思わない +よくわからない +どっちもどっち :
 46.6%
　男子学生では :（回答者は 32人）



















V2. 問 6 への回答により、家族関係の中では、学生にと
って母親が圧倒的に話しかけやすい・お喋りし易い存
在であることを再認識した。































　問 9と問 10 により、女子学生の方が男子学生よりも
母親と父親を、より区別していると言えるのではないか
と推測した。









































































































































　男子学生 :約 65%、女子学生 :約 54%
父親に自戒を求める傾向 :




































　男子学生 :約 67%、女子学生 :約 62%
母親に態度変容を求める傾向 :





V10.　問 21 と問 22 への回答を吟味考察する。
『親の心子知らず』という諺をどう思うかについて、
男・女学生の回答を比較すると、




そう思うという回答 : 女子学生の約 53%、
　　　　　　　　　　男子学生の約 31%　であった。
金髙：親子関係の様相
41
『親の心子知らず』と『子の心親知らず』という相反
する問に対し、男子学生では回答に差が見出せなかっ
たが、女子学生では『子の心親知らず』の方が『親の
心子知らず』よりも多い回答が寄せられた。女子学生
の方が男子学生よりも、「親は私の気持ちを解ってく
ださい」という思いが強いのであろうか。
Ⅵ . まとめ
　女子学生と男子学生とを比較すると、親子関係の様相
に差異があるように思えた。
　男子学生は親子関係において、不調にも陥りやすいが、
回復・修復も早いということが示された。
　男・女学生にとって、父親よりも母親の方が身近な存
在ということが示された。
　父親の方が母親よりも、男・女学生から反感を持たれ
ている比率が高いということが示された。
　男・女学生共、「両親との価値観の違い・気持ちの違
い・既に親に対する怒りや空しさが抑圧されている」が
親子対立の心理的原因の大きな部分を占めていることが
示された。
　親子の対立を生まないためには、親子で共に過ごす時
間を増やし、親子間の会話量を増やし、その中で子は子
としての意見や考えをもっと表現することが必要だと思
われた。言語能力や表現力や思考の深さや広さ等には、
子が幼いほど親子間で差が大きい。経験値に至っては、
子は親にかなわない。親は子からの何らかのメッセージ
を頭ごなしにせず、子の考えや意見をもっとよく傾聴し、
臨機応変に対応すべきだと推測された。
　そのためには親の側のゆとりも必要であろう。
Ⅶ . 今後の課題
　今回の調査は、データ不足により、結果を一般化する
までには至らない。また先行研究も調べてはいないし、
専門的概念も使ってはいない。社会通念上の常識や概念
でごく普通に調査した。またアンケート用紙も自作し、
各設問は名義尺度とし、必要に応じ自由記述方式とした。
　次回は、先行研究を検索・精読し、測定尺度を充分に
検討し、親子関係の問題を本格的に研究したい。
　
［引用・参考文献］
　今回は、特筆するもの無し。
